
教え方を基本から変えてみよう、そのためのICT  （UeLA & TIES 合同フォーラム2016） 

2017.3.18  

熊本大学  喜多 敏博  

(ケース1) 

わかりやすい教科書あり。膨大な数の学生を対象にする。知識やスキルを身につけさせたい。

• 「学習目標が達成できたかどうかを正確に評価する」ことだけに注力

• 教科書内容に準じたオンラインテスト問題を多数作成し、各学生に何度でも挑戦させる。

• オンラインだけで各学生の学習が完結するように、完全ｅラーニング化

 → 毎年 1000人を対象とした「情報処理概論」の事例

(ケース2)

複数の組織のそれぞれで同じ授業を開講。教科書もベツベツかも。でも質のバラつきは困る。

• コンピテンシー（何を学んで、何ができるようになって欲しいのか）を定義する

• コンピテンシーが正しく（多すぎず少なすぎず）定義されていると、全員で同意する

• コンピテンシーに沿ったテストやレポートを課す（ちゃんと紐付ける）

• 講義の各回の学習目標を明確にし、それぞれが目標に達したかどうかを毎回小テスト

→ 4大学400人を対象としたプロジェクト「減災リーダー養成」、科目「減災リテラシー」

(ケース3)

ディスカッションボード（掲示板）を活用してみたい。どのように介入するのがいい？

• 各自が課題で扱うテーマを自由に設定し、教科書で学んだスキルを課題遂行プロセスで活用

• 課題に取り組んだ結果をそれぞれ掲示板に書き込み、コメントし合う

→ 教授システム学専攻の主要科目「インストラクショナル・デザインI」

(ケース4)

ICT利用は、準備が大変だからイヤ。でも参加者の意見やアイデアをその場で集約したい。

• Facebook, Twitter, Instagram, LINE, Moodle から情報を取り込むツールの利用

→ LMS上のツール「SharedPanel」

皆様にお願い：

「教え方を変える」ためにご自身がどのようにICTを利用しているかを 100文字〜200文字程度で書
いて、SharedPanel を使って共有してください。SharedPanel を使うには、

http://sp.cica.jp

にスマートフォン等でアクセスしてください。

（投稿者のお名前は、表示されませんのでご心配なく）
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ディスカッションボード（掲⽰板）を
活⽤してみたい。

どのように介⼊するのがいい？
熊本⼤学 

喜多敏博（平岡⻫⼠）
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科⽬の概要：インストラクショナルデザインⅠ
開講年次： 1年前期（必修科⽬ 単位数：2）
前提科⽬： なし
後続科⽬： インストラクショナル・デザインII、教育ビジネス経営論、ｅラーニング実践演習I、特別研究I

講義概要： 本専攻の柱であるID（インストラクショナル・デザイン）の基礎固めが
できるように、学ぶべき領域、主要な⽤語や概念、IDのプロセスについて学習します。
IDのコンセプト、プロセス、主要な⽤語を⽤いて1時間程度の規模の教材・コンテンツを 
設計・開発・評価できることをめざす科⽬です。
----------------------------------------------------------------------------------

• 1時間の独習教材作成 → 教授設計スキルを学ぶ
•全15回
•フルeラーニング
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科⽬の特徴
• 学習者同⼠による学習が基本（掲⽰板）

• 教員は全15回の授業のうちで3回しか関与しない

• 作成する課題のテーマは学習者⾃⾝が設定する
• ⾃分が得意とするテーマで独学⽤教材を作成する
• スキル修得が学習⽬標なので、テーマはなんでも良
い。
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課題1
教材企画書

前提テスト・事前テスト・事後テスト・アンケート

課題2
課題分析図、指導法略表、教材サンプル

課題3
形成的評価結果（観察プラン、経過時間観察⽤紙等）

課題1と課題2で作成したもの（改訂版）
教材本体（and 改訂版）

教材作成報告書
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学習の流れ（第1ブロック）

掲⽰板

学習者による独学
＆

学習者同⼠による
相互チェック

提出された「課題」を教員
がチェック。

合格 or 再提出の判定とアド
バイス
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学⽣の独習＆学⽣同⼠の相互チェック

教員によるチェック

学⽣の独習＆学⽣同⼠の相互チェック

教員によるチェック

学⽣の独習＆学⽣同⼠の相互チェック

教員によるチェック
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課題1の提出物の例
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提出された課題へのアドバイス（平均1800字）
•１）タイトルの説明⽂の最後に「お好み焼きを通して広島に興味や親近感を持ってもらうことがねらい」とありますが、学習⽬標には含まれていないようです。この
教材での学習を通じて広島に関⼼や親近感を持ってもらうということならば、それを態度の学習⽬標として追加し、アンケートでその成果を確認することが考えられ
ます。

•２）選択の理由の条件３にある「広島の基本のお好み焼きと典型的な具材を知ること（焼き⽅含む）」が「暗記なし」でよいならば、現在の学習⽬標１，２，３の内
容は資料とし、それらの情報を参照しながら、お好み焼きのトッピングの選び⽅や注⽂の仕⽅をマスターする教材にすることも考えられます。⾔語情報の暗記の時間
を節約し、その分を準備の練習に充てるということです。注⽂したいお好み焼きの内容によって、注⽂の仕⽅や価格が変わるとすれば、様々な条件の内容に対して適
切に注⽂ができる練習が必要となるでしょう。最初は資料を参照しながら注⽂の仕⽅を考えて、練習するうちに資料の内容を憶えてしまうことも期待できるでしょう。

•３）学習⽬標４と５を「⾃分の注⽂希望」ではなく「想定した他⼈の注⽂希望」についてに修正することを勧めます。「⾃分の注⽂希望」は教材で学んだあとでやる
ことにするが、その前に、応⽤できる準備を教材内でやっておく、という提案です。例えば「⽜⾁より豚⾁を⼊れてほしい。麺はそばがいい。モチは好きだが、牡蠣
はあたったことがあるので嫌だ。トッピングでタマゴを⼊れてほしい。ネギはいっぱいかけて。あーでも昼ごはんからあまり⾼いのは嫌だから1000円までで」などと
いう他者からの注⽂希望に対して、メニューを⾒ながら適切な注⽂プランを提案できる、ということを⽬指すということです。

•４）学習⽬標４「セットになっている商品はもちろん、基本のお好み焼きにトッピングを追加する注⽂⽅法をマスターすることができる【知的技能】」を「注⽂した
い内容に応じて、メニューを⾒て適切な注⽂内容を提案できる（知的技能）」としてはどうでしょうか。希望に応じた注⽂内容を提案するには学習⽬標1,2,3に含まれ
る情報が必要でしょうから、最初は必要な情報を参照しながら提案する練習をして、徐々に何も⾒ないでも適切な注⽂を提案できるようになることを⽬指すというこ
とです。事前事後テストでは、学習⽬標1,2,3の⾔語情報を学習⽬標として残すのであればその内容を問うテストを⾏い、あるいは暗記しなくても良いのであれば学習
⽬標4、5のテストだけを残して、学習⽬標1,2,3の⾔語情報は、アドバイス２）にあるように⾒ても良い参照資料として評価条件に加えるのがよさそうです。

•５）他者の注⽂希望ケースは、事前テストに⽤いたものを教材内の事例として使い、練習⽤に2ケース程度、そして最後の事後テスト⽤に１〜２ケースを準備すること
になると思われます。想定した他者の注⽂希望ケースを⽤いずに「⾃分の注⽂希望」で教材内で練習をしてもらうと、提案できるようになったのかどうかを⾃分でチ
ェックさせることが困難になります。それがたとえできたとしても、事後テストでは「他者の注⽂希望ケース2」（練習したものと異なるもの）を想定して⾏わないと
知的技能のテストはできません。

•６）事前・事後テストは同じものを使⽤しているようです。⾔語情報のテストでは事前テストと事後テストは同⼀でよいですが、知的技能のテストでは事前テストと
事後テストは同じレベルの異なる問題であることが必要です。知的技能は未知の事例に対してルールや法則などを適⽤できることが必要であるため、⼀度使った問題
とは別の問題を出題することが必要です。例えば、事前テストと事後テストでは注⽂の希望ケースを変更し、メニューの内容も変更することで、未知のケースで知的
技能が活⽤できることをチェックすることができます。
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提出された課題へのアドバイス（平均1800字）
•２）選択の理由の条件３にある「広島の基本のお好み焼きと典型的な具材を知ること（焼き⽅含
む）」が「暗記なし」でよいならば、現在の学習⽬標１，２，３の内容は資料とし、それらの情報
を参照しながら、お好み焼きのトッピングの選び⽅や注⽂の仕⽅をマスターする教材にすることも
考えられます。⾔語情報の暗記の時間を節約し、その分を準備の練習に充てるということです。注
⽂したいお好み焼きの内容によって、注⽂の仕⽅や価格が変わるとすれば、様々な条件の内容に対
して適切に注⽂ができる練習が必要となるでしょう。最初は資料を参照しながら注⽂の仕⽅を考え
て、練習するうちに資料の内容を憶えてしまうことも期待できるでしょう。

•３）学習⽬標４と５を「⾃分の注⽂希望」ではなく「想定した他⼈の注⽂希望」についてに修正す
ることを勧めます。「⾃分の注⽂希望」は教材で学んだあとでやることにするが、その前に、応⽤
できる準備を教材内でやっておく、という提案です。例えば「⽜⾁より豚⾁を⼊れてほしい。麺は
そばがいい。モチは好きだが、牡蠣はあたったことがあるので嫌だ。トッピングでタマゴを⼊れて
ほしい。ネギはいっぱいかけて。あーでも昼ごはんからあまり⾼いのは嫌だから1000円までで」な
どという他者からの注⽂希望に対して、メニューを⾒ながら適切な注⽂プランを提案できる、とい
うことを⽬指すということです。

•４）学習⽬標４「セットになっている商品はもちろん、基本のお好み焼きにトッピングを追加する
注⽂⽅法をマスターすることができる【知的技能】」を「注⽂したい内容に応じて、メニューを⾒
て適切な注⽂内容を提案できる（知的技能）」としてはどうでしょうか。希望に応じた注⽂内容を
提案するには学習⽬標1,2,3に含まれる情報が必要でしょうから、最初は必要な情報を参照しながら
提案する練習をして、徐々に何も⾒ないでも適切な注⽂を提案できるようになることを⽬指すとい
うことです。事前事後テストでは、学習⽬標1,2,3の⾔語情報を学習⽬標として残すのであればその
内容を問うテストを⾏い、あるいは暗記しなくても良いのであれば学習⽬標4、5のテストだけを残
して、学習⽬標1,2,3の⾔語情報は、アドバイス２）にあるように⾒ても良い参照資料として評価条
件に加えるのがよさそうです。
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課題3の提出物
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平岡先⽣、鈴⽊先⽣

ID-1では、きめ細かいフィードバックを頂き
本当にありがとうございました。
お好み焼きの教材を作成した⼟屋です。

⾃分ではこれ以上できないというところまで考えたつもりでしたが、
最後のフィードバックにも参考になるものがたくさん書いてあり感動しまし
た。
特に発展学習への誘いの部分で、⾃分のおすすめのお好み焼き店を
１つ⼊れておくという部分はなるほどなぁと思いました。
先⽇改めて教材に⼿を⼊れたところです。
本当はもっと早くご報告したかったのですが、
他のタスクや課題に精⼀杯で遅くなってしまいました。 
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学⽣の独習＆学⽣同⼠の相互チェッ
ク

教員によるチェック

学⽣の独習＆学⽣同⼠の相互チェッ
ク

教員によるチェック

学⽣の独習＆学⽣同⼠の相互チェッ
ク

教員によるチェック
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効率と効果の観点から
• 効率

• 学習者ができることは学習者に任せ、教員は教員しかできないことに集
中する → 使うべきところに集中的に⼒を使う

• 「効率化＝教員が楽になる」ではない
フィードバックは⼤変。⼀⼈分に1−2時間はかかる
1800字×課題3つ/1⼈

• 効果
• 各課題の評価は合格 or 再提出なので、時間切れにさえならなければ、

誰でも学習⽬標を達成できる。
• もちろん、再提出された課題へのフィードバックは教員がやるので、そ

れなりに⼤変。



学習者間のアイデア・学習リソースの
共有を支援する活動モジュールプラグイン

「SharedPanel」

熊本大学教授システム学専攻

長岡千香子，喜多敏博

Chikako Nagaoka, Toshihiro Kita

cnagaoka@kumamoto-u.ac.jp

1

Facebook

Twitter M
ail

LINE

Share it !



SharedPanelの全体像

2

Facebook

メール
共有したい情報を特定のメー
ルアドレスへ件名をつけて送信

Evernote
共有したい情報に任意のタグ
をつけてノートとして保存・特
定のメールドレスへ送信

システムへ直接
共有したい情報を
システムへ直接入力．

Twitter
共有したい情報に任意のタグ
をつけて投稿

教員免許状更新講習：SharedPanel画面

自動で収集

共有したい情報を任意の
Facebookグループへ投稿

Moodle（活動モジュール）

LINE
共有したい情報を特定の
アカウントへ送信



投票/ソート機能

共有された各情報に対して，２軸（例：
重要だね/面白いね）で投票を行う．
＊Moodleへのログインなどは不要



このシステムの強み

• 入力されたデータを長期的に保存することができる．
例：facebookのグループで行った学習活動を保存しておきたい…

• SNS連携しているので，FacebookやTwitter上のリソースを利用
できる．
例：授業と関連するSNS上のリソースをシェア・リツイートして，共有．

• 学習者は自分が最も利用しやすいツールを利用できる．
例：ツールの利用方法について説明をしなくても，情報共有できる

• 匿名モードでの入力が可能なので，意見の共有などへのハード
ルがちょっと下がる．
例：授業でわからなかった点について，掲示板よりは気軽に聞ける．



想定される利用事例

1. 特定のICTツールへ情報を収集
Facebook上で行ったディスカッションのデータを保存するために利
用するなど

2. 講義やゼミのテーマと関連するニュースなどリソースを共有
日常生活の中でよく利用するツールで随時，共有をするなど

3. フィールドワーク中に写真やメモなどを記録する
共有したいものを見つけたら，スマホで写真撮影して共有．

4. 多様な参加者が参加する単発の講習などで利用する

年代などによって使いたいツールは多様化するので，好きなツー
ルを選ぶことができる．



利用事例１：フィールドワークにおける情報の記録

大学の学部生向けの授業で，フィールドワークとして過去に災害が
発生した場所を訪れ，スマートフォンを用いて撮影した写真・メモを
共有．訪問後，フィールドワーク中に記録したメモや写真をもとにグ
ループワークを行った．

イメージです．



利用事例２：教員間における災害時の経験の共有

共有された各参加者
の経験に対して「重
要」「面白い」の２軸で
投票を行い，得票数
の多かった参加者が
全員の前でより具体
的に説明する．

小中高の教員が防災について学習する教員免許状更新講習で，熊
本地震が発生した際，教員として「やっておいてよかったこと」，
「やっておくべきだったこと」を好きなツールを用いて投稿する．



今後の予定/公開情報
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＜今後の予定＞
LTI（Learning Tools Interoperability ）対応版の開発

＜公開情報＞
Githubで公開しています．（Moodle Plugin Directoryは申請中…）

github.com/chikako0219/sharedpanel
まだ開発中のシステムですので，ご意見や連携してほしいサービ
スの提案，実践での活用等についてお声かけください．

アンケートへのご協力をお願いいたします．

https://goo.gl/LzNf0h

https://goo.gl/LzNf0h
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